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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】耳たぶを挟み込んで長時間使用しても耳たぶが 
痛くなるのを防止する、イヤリングを提供する。
【解決手段】飾り部分２１の一端に蝶番構造をもって取 
り付けられた外側耳当て板２９をバネによって付勢して 
耳たぶを挟み込んで耳に取り付けられるようにしたクリ 
ップ式イヤリング１０であり、飾り部分２１に固定され 
た弾性部材固定用プレート１２に第１の座金１１と第２ 
の座金１６を重ねて固定し、内部に空洞と開口部とを有 
する第２の弾性部材１３を、その開口部から内部の空洞 
にはめ込むように第２の座金１６に被せて固定する。飾 
り部分２１の側に固定された第２の弾性部材１３と第１ 
の弾性部材３０で形成される外側耳当て板２９とで耳た 
ぶを挟み込むことで、耳たぶの痛みを防止する。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全7頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 飾 り 部 分 と 、 該 飾 り 部 分 と の 間 で 蝶 番 部 を 形 成 す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 該 蝶 番 部 に 組  
み 込 ま れ た ス プ リ ン グ ピ ン の バ ネ 力 に よ り 、 前 記 飾 り 部 分 に 対 し て 耳 た ぶ を 挟 み 込 む よ う  
に 付 勢 す る 外 側 耳 当 て 板 と を 備 え た ク リ ッ プ 式 イ ヤ リ ン グ で あ っ て 、
　 前 記 外 側 耳 当 て 板 の 側 の 前 記 ス プ リ ン グ ピ ン の リ ン グ 部 分 を 挟 み 込 む よ う に し て 、 該 リ  
ン グ 部 分 と 一 体 に 固 定 さ れ る こ と に よ り 前 記 外 側 耳 当 て 板 を 形 成 す る 第 １ の 弾 性 部 材 と 、
　 板 状 で あ っ て 、 該 板 状 の 面 が 前 記 飾 り 部 分 の 側 の 前 記 耳 た ぶ と の 接 触 面 と 略 平 行 に な る  
よ う に 、 該 飾 り 部 分 を 構 成 す る フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト と 、
　 前 記 接 触 面 の 中 央 部 分 に 配 置 さ れ る よ う に 、 第 １ 面 が 前 記 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト の 面  
に 固 定 さ れ 、 第 １ の 所 定 の 厚 み を 有 す る 第 １ の 座 金 と 、
　 互 い の 中 心 が 合 う よ う に 該 第 １ の 座 金 の 第 ２ 面 に 重 ね て 固 定 さ れ 、 該 第 １ の 座 金 よ り も  
広 い 面 積 を 有 し 、 第 ２ の 所 定 の 厚 み を 有 す る 第 ２ の 座 金 と 、
　 内 部 に 空 洞 と 前 記 接 触 面 の 側 に 開 け ら れ る 開 口 部 と を 有 し 、 該 開 口 部 か ら 前 記 内 部 の 空  
洞 に は め 込 む よ う に 前 記 第 ２ の 所 定 の 厚 み を 有 す る 前 記 第 ２ の 座 金 に 被 せ ら れ る こ と に よ  
り 前 記 接 触 面 と 略 平 行 に な る よ う に 前 記 第 ２ の 座 金 に 固 定 さ れ る 第 ２ の 弾 性 部 材 と 、
を 備 え る イ ヤ リ ン グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 座 金 及 び 前 記 第 ２ の 座 金 は 、 共 に 円 板 状 の 形 状 を 備 え 、 前 記 第 １ の 座 金 、 前  
記 第 ２ の 座 金 、 及 び 前 記 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト は 、 夫 々 の 中 央 部 を 貫 通 す る ビ ス と 該 ビ  
ス を 締 め 付 け る ナ ッ ト と に よ っ て 相 互 に 締 め 付 け 固 定 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の イ ヤ リ ン  
グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 弾 性 部 材 及 び 前 記 第 ２ の 弾 性 部 材 は 、 前 記 耳 た ぶ へ の 夫 々 の 接 触 面 が 略 同 一  
の 面 積 を 有 し 、 該 接 触 面 の 夫 々 が 相 対 す る よ う に 位 置 決 め さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の イ ヤ  
リ ン グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 弾 性 部 材 及 び 前 記 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ は 抗 菌 性 の 材 質 を 有 す る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の イ ヤ リ ン グ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 飾 り 部 分 の 一 端 に 蝶 番 構 造 を も っ て 取 り 付 け ら れ た 外 側 耳 当 て 板 を バ ネ に よ  
っ て 付 勢 し て 耳 た ぶ を 挟 み 込 ん で 耳 に 取 り 付 け ら れ る よ う に し た ク リ ッ プ 式 イ ヤ リ ン グ に  
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 耳 た ぶ に 接 触 さ せ る 耳 押 え 用 の 取 付 部 材 を 飾 り 用 の 支 持 部 材 に 対 し て 、 両 者 の 連  
結 部 が 支 点 と な っ て 取 付 部 材 及 び 耳 押 え が 支 持 部 材 に 対 し て 可 動 す る よ う に 取 付 け る こ と  
に よ り 、 耳 の 形 状 の 違 い に 拘 ら ず 、 耳 押 え を 耳 た ぶ に フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き て 、 耳 を  
痛 め た り 落 下 す る こ と の な い 斬 新 な イ ヤ リ ン グ を 提 供 す る よ う に し た イ ヤ リ ン グ が 知 ら れ  
て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ４ ５ ０ ０ ０ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ク リ ッ プ 式 イ ヤ リ ン グ で は 、 バ ネ の 力 で 外 側 耳 当 て 板 と 飾 り 部 分 と で 耳 た ぶ  
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を 挟 み 込 む 形 態 で 特 に 長 時 間 使 用 し た 場 合 に お い て 、 耳 た ぶ が 痛 く な ら な い よ う に す る 配  
慮 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 ク リ ッ プ 式 イ ヤ リ ン グ に お い て 耳 た ぶ を 挟 み 込 ん で 長 時 間 使 用 し て  
も 、 耳 た ぶ が 痛 く な る の を 防 止 で き る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 態 様 の 一 例 の イ ヤ リ ン グ は 、 飾 り 部 分 と 、 そ の 飾 り 部 分 と の 間 で 蝶 番 部 を 形 成  
す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 蝶 番 部 に 組 み 込 ま れ た ス プ リ ン グ ピ ン の バ ネ 力 に よ り 、 飾  
り 部 分 に 対 し て 耳 た ぶ を 挟 み 込 む よ う に 付 勢 す る 外 側 耳 当 て 板 と を 備 え た ク リ ッ プ 式 イ ヤ  
リ ン グ で あ っ て 、 外 側 耳 当 て 板 の 側 の ス プ リ ン グ ピ ン の リ ン グ 部 分 を 挟 み 込 む よ う に し て  
リ ン グ 部 分 と 一 体 に 固 定 さ れ る こ と に よ り 外 側 耳 当 て 板 を 形 成 す る 第 １ の 弾 性 部 材 と 、 板  
状 で あ っ て 、 そ の 板 状 の 面 が 飾 り 部 分 の 側 の 耳 た ぶ と の 接 触 面 と 略 平 行 に な る よ う に 、 そ  
の 飾 り 部 分 を 構 成 す る フ レ ー ム に 固 定 さ れ る 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト と 、 接 触 面 の 中 央 部  
分 に 配 置 さ れ る よ う に 、 第 １ 面 が 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト の 面 に 固 定 さ れ 、 第 １ の 所 定 の  
厚 み を 有 す る 第 １ の 座 金 と 、 互 い の 中 心 が 合 う よ う に そ の 第 １ の 座 金 の 第 ２ 面 に 重 ね て 固  
定 さ れ 、 そ の 第 １ の 座 金 よ り も 広 い 面 積 を 有 し 、 第 ２ の 所 定 の 厚 み を 有 す る 第 ２ の 座 金 と  
、 内 部 に 空 洞 と 接 触 面 の 側 に 開 け ら れ る 開 口 部 と を 有 し 、 そ の 開 口 部 か ら 内 部 の 空 洞 に は  
め 込 む よ う に 第 ２ の 所 定 の 厚 み を 有 す る 第 ２ の 座 金 に 被 せ ら れ る こ と に よ り 接 触 面 と 略 平  
行 に な る よ う に 第 ２ の 座 金 に 固 定 さ れ る 第 ２ の 弾 性 部 材 と 、 を 備 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト に 第 ２ の 弾 性 部 材 を 装 着 し た 状 態 に お け る イ ヤ リ ン グ の  
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト に 第 ２ の 弾 性 部 材 を 未 装 着 の 状 態 に お け る 実 施 形 態 に お  
け る イ ヤ リ ン グ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト 、 第 １ ／ 第 ２ の 座 金 の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 （ ａ ） は 第  
２ の 弾 性 部 材 未 装 着 時 の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 第 ２ の 弾 性 部 材 未 装 着 時 の 断 面 図 、 （ ｃ ） は 第  
２ の 弾 性 部 材 装 着 時 の 正 面 図 、 （ ｄ ） は 第 ２ の 弾 性 部 材 装 着 時 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 弾 性 部 材 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 に お け る イ ヤ リ ン グ の 装 着 状 態 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 考 案 の 実 施 形 態 （ 以 下 「 本 実 施 形 態 」 と 記 載 ） に つ い て  
、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に お け る イ ヤ リ ン グ １ ０ の 構 成 図  
で あ り 、 図 １ は 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト に 後 述 す る 第 ２ の 弾 性 部 材 を 装 着 し た 状 態 の イ ヤ  
リ ン グ １ ０ 斜 視 図 、 図 ２ は 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト に 第 ２ の 弾 性 部 材 を 未 装 着 の 状 態 に お  
け る イ ヤ リ ン グ １ ０ の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の イ ヤ リ ン グ １ ０ は 、 真 珠 等 が 取 り 付 け ら れ る 装 飾 体 で あ る 飾 り 部 分 ２ １ と  
、 そ の 飾 り 部 分 ２ １ と の 間 で フ レ ー ム ２ ２ に 固 定 さ れ た 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト １ ２ の 突  
出 片 ２ ３ 等 を 介 し て 蝶 番 部 ２ ４ を 形 成 す る よ う に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 蝶 番 部 ２ ４ に 組 み 込  
ま れ た ス プ リ ン グ ピ ン ２ ５ の バ ネ 力 に よ り 、 飾 り 部 分 ２ １ に 対 し て 耳 た ぶ を 挟 み 込 む よ う  
に 付 勢 す る 外 側 耳 当 て 板 ２ ９ と を 備 え た ク リ ッ プ 式 イ ヤ リ ン グ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ 又 は 図 ２ に お い て 、 例 え ば シ リ コ ン ゴ ム で あ る 第 １ の 弾 性 部 材 ３ ０ は 、 外 側 耳 当 て  
板 ２ ９ の 側 の ス プ リ ン グ ピ ン ２ ５ の リ ン グ 部 分 ２ ６ を サ ン ド イ ッ チ の よ う に 挟 み 込 む よ う  
に し て ス プ リ ン グ ピ ン ２ ５ と 一 体 に 固 定 さ れ る こ と に よ り 外 側 耳 当 て 板 ２ ９ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 飾 り 部 分 ２ １ を 構 成 す る フ レ ー ム ２ ２ に は 、 板 状 の 部 材 で あ っ て 、 そ の 板 状 の 面  
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が 飾 り 部 分 ２ １ の 側 の 耳 た ぶ と の 接 触 面 ２ ０ と 略 平 行 に な る よ う に 、 飾 り 部 分 ２ １ を 構 成  
す る フ レ ー ム ２ ２ に 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト １ ２ が 、 例 え ば 溶 接 等 に よ っ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト １ ２ に は 、 以 下 に 説 明 す る 第 １ の 座 金 １ １ 及 び 第 ２ の 座 金 １ ６  
が 取 り 付 け ら れ る 。 図 ３ は 、 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト １ ２ と 、 第 １ の 座 金 １ １ 及 び 第 ２ の  
座 金 １ ６ と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） は 後 述 す る 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ を 未 装 着 時  
の 正 面 図 、 （ ｂ ） は 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ 未 装 着 時 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 座 金 １ １ は 、 そ れ が 図 ２ の 接 触 面 ２ ０ の 中 央 部 分 に 配 置 さ れ る よ う に 、 図 ３ （ ｂ  
） に 示 さ れ る よ う に 第 １ 面 が 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト １ ２ の 面 に 固 定 さ れ る 。 そ し て 、 こ  
の 第 １ の 座 金 １ １ は 、 後 述 す る 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ を 挟 み 込 め る 程 度 に 、 第 １ の 所 定 の 厚  
み を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 第 ２ の 座 金 １ ６ は 、 互 い の 中 心 が 合 う よ う に 第 １ の 座 金 １ １ の 第 ２ 面 に 重 ね て 固  
定 さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ の 座 金 １ ６ は 、 第 １ の 座 金 １ １ よ り も 広 い 面 積 を 有 し 、 後 述 す る  
第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ の 空 洞 （ 図 ４ の １ ４ を 参 照 ） と 同 程 度 の 第 ２ の 所 定 の 厚 み を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 第 １ の 座 金 １ １ 及 び 第 ２ の 座 金 １ ６ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば  
共 に 円 板 状 の 形 状 を 備 え る 。
　 そ し て 、 第 １ の 座 金 １ １ と 第 ２ の 座 金 １ ６ と 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト １ ２ は 、 図 ３ （ Ｂ  
） に 示 さ れ る よ う に 夫 々 の 中 央 部 を 貫 通 す る ビ ス １ ７ と ビ ス １ ７ を 締 め 付 け る ナ ッ ト １ ８  
と に よ っ て 、 相 互 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ の 説 明 に 戻 り 、 図 ２ に 示 さ れ る 上 述 し た 第 ２ の 座 金 １ ６ に は 、 図 １ に 示 さ  
れ る よ う に 、 以 下 に 説 明 す る 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ は 、 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ の 構 造 を 示 す 図 で あ り 、 図 ４ （ ａ ） は そ の 正 面 図 、 図 ４ （  
ｂ ） は そ の 断 面 図 で あ る 。
　 図 ３ （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 座 金 １ １ 及 び 第 ２ の 座 金 １ ６ の 正 面 形 状 に 合 わ せ  
て 、 図 ４ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ は 例 え ば 円 板 の 正 面 形 状 を 有 す る  
。
　 ま た 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ は 、 そ の 円 板 形 状 の 内 部 に 空  
洞 １ ４ を 有 す る 。 こ の 空 洞 １ ４ の 厚 み は 、 前 述 し た 第 ２ の 座 金 １ ６ を は め 込 め る 程 度 に そ  
の 第 ２ の 所 定 の 厚 み と ほ ぼ 同 一 の 寸 法 を 有 す る 。
　 更 に 、 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ は 、 図 ４ （ ｂ ） 及 び （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 図 １ の 接 触 面  
２ ０ の 側 に 開 け ら れ る 円 板 形 状 の 開 口 部 １ ５ を 有 す る 。
　 上 述 の 形 状 を 有 す る 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ は 、 弾 力 性 の あ る 例 え ば シ リ コ ン ゴ ム の 材 質 を  
有 す る 。
　 ま た 、 弾 性 部 材 は 、 抗 菌 性 の 材 質 を 有 す る も の で あ っ て よ い 。 こ れ に よ り 、 雑 菌 に よ る  
耳 た ぶ の か ぶ れ 等 を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 イ ヤ リ ン グ １ ０ の 使 用 時 に は 、 図 ３ （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ が 、  
図 ４ （ ｂ ） の 開 口 部 か ら 内 部 の 空 洞 １ ４ に は め 込 む よ う に 弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト １ ２ に  
取 り 付 け ら れ た 第 ２ の 座 金 １ ６ に 被 せ ら れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ３ （ ｄ ） 及 び 図 １ に 示 さ れ  
る よ う に 、 図 １ の 接 触 面 ２ ０ と 略 平 行 に な る よ う に 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ が 第 ２ の 座 金 １ ６  
に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 外 側 耳 当 て 板 ２ ９ を 形 成 す る 第 １ の 弾 性 部 材 ３ ０ と 飾  
り 部 分 ２ １ の 側 に 取 り 付 け ら れ た 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ は 、 耳 た ぶ へ の 夫 々 の 接 触 面 が 略 同  
一 の 面 積 を 有 し 、 そ の 接 触 面 の 夫 々 が 相 対 す る よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 、 本 実 施 形 態 に お け る イ ヤ リ ン グ １ ０ の 耳 た ぶ ４ ０ へ の 装 着 状 態 を 示 し た 断 面 図  
で あ る 。 飾 り 部 分 ２ １ と 外 側 耳 当 て 板 ２ ９ と 一 体 の ス プ リ ン グ ピ ン ２ ５ の バ ネ の 負 荷 に よ  
り 外 側 耳 当 て 板 ２ ９ の 耳 た ぶ ４ ０ へ の 付 勢 が 確 保 さ れ る 。 そ し て 、 外 側 耳 当 て 板 ２ ９ に は  
第 １ の 弾 性 部 材 ３ ０ が 取 り 付 け ら れ る と 共 に 、 飾 り 部 分 ２ １ の 側 に は 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３  
が 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り 、 耳 た ぶ ４ ０ が 痛 む こ と が な い よ う に し な が ら 、 イ ヤ リ ン グ  
１ ０ に よ っ て 耳 た ぶ ４ ０ を 挟 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ス プ リ ン グ ピ ン ２ ５ の リ ン グ 部 分 ２ ６ は 、 そ の 中 央 部 分  
が 飾 り 部 分 ２ １ に 向 か っ て 突 出 す る よ う 円 弧 状 の カ ー ブ を 備 え て お り 、 従 っ て 、 ス プ リ ン  
グ ピ ン ２ ５ に 取 り 付 け ら れ た 外 側 耳 当 板 ２ ９ も 同 様 に 、 そ の 中 央 部 分 が 飾 り 部 分 ２ １ に 向  
か っ て 突 出 す る よ う 円 弧 状 の カ ー ブ が 形 成 さ れ る 。 そ の た め 、 イ ヤ リ ン グ １ ０ を 耳 た ぶ ４  
０ に す べ り 込 ま せ る よ う に 挟 み 込 む と き に も 、 円 弧 状 に カ ー ブ し た 第 １ の 弾 性 部 材 ３ ０ が  
優 し く 耳 た ぶ ４ ０ に 接 触 す る よ う に 移 動 し 、 極 め て 無 理 の な い 動 作 で 耳 た ぶ を 挟 み 込 む こ  
と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ が 第 ２ の 座 金 １ ６ に 取 り 付 け ら れ る 際  
に 、 第 ２ の 座 金 １ ６ が 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ の 内 部 の 空 洞 １ ４ に し っ か り と は め 込 ま れ る た  
め 、 使 用 中 に 第 ２ の 弾 性 部 材 １ ３ が 第 ２ の 座 金 １ ６ か ら 外 れ て し ま う こ と を 防 止 す る こ と  
が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 従 来 の ク リ ッ プ 式 の イ ヤ リ ン グ は 、 マ ベ パ ー ル 等 の 飾 り 部 分 本 体 と 外 側 耳 当 て 板 と を そ  
の 下 部 の 蝶 番 構 造 で 連 結 し 、 外 側 耳 当 て 板 の 側 の ス プ リ ン グ ピ ン の バ ネ の 付 勢 に よ り 、 外  
側 耳 当 て 板 の 飾 り 部 分 本 体 へ の 押 圧 力 を 確 保 す る こ と が で き る よ う に し た も の で あ る が 、  
外 側 耳 当 て 板 の ス プ リ ン グ ピ ン の バ ネ の 付 勢 に よ っ て 自 然 に 飾 り 部 分 を 痛 み を も た ら さ な  
い 形 態 で 耳 た ぶ に 挟 み 込 む よ う に は で き な か っ た の が 実 情 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 考 案 で は 、 シ リ コ ン ゴ ム 等 の 第 １ の 弾 性 部 材 か ら な る 外 側 耳 当 て 板 を ス  
プ リ ン グ ピ ン の リ ン グ 部 分 に 取 付 け る こ と に よ り 、 外 側 耳 当 て 板 が 優 し く 耳 た ぶ を 挟 み 込  
む よ う に な っ た こ と は も ち ろ ん 、 本 考 案 の イ ヤ リ ン グ に お い て は 、 飾 り 部 分 の 側 の 耳 た ぶ  
と の 接 触 面 に も 時 弾 性 部 材 を 設 け た こ と に よ り 、 バ ネ の 押 圧 力 に よ る 負 荷 で 耳 た ぶ が 痛 む  
こ と を 確 実 に 防 止 で き る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 更 に 、 本 考 案 で は 、 第 ２ の 弾 性 部 材 が 第 ２ の 座 金 に 取 り 付 け ら れ る 際 に 、 第 ２ の 座 金 が  
第 ２ の 弾 性 部 材 の 内 部 の 空 洞 に し っ か り と は め 込 ま れ る た め 、 使 用 中 に 第 ２ の 弾 性 部 材 が  
第 ２ の 座 金 か ら 外 れ て し ま う こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 っ て 、 以 上 の 構 成 は 同 様 の 要 請 の あ る イ ヤ リ ン グ で あ れ ば 、 ど の よ う な 構 造 の も の で  
あ っ て も 無 理 な く 適 用 す る こ と が で き る の は 言 う ま で も な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ ０   イ ヤ リ ン グ
１ １   第 １ の 座 金
１ ２   弾 性 部 材 固 定 用 プ レ ー ト
１ ３   第 ２ の 弾 性 部 材
１ ４   空 洞
１ ５   開 口 部
１ ６   第 ２ の 座 金
１ ７   ビ ス
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１ ８   ナ ッ ト
２ ０   接 触 面
２ １   飾 り 部 分
２ ２   フ レ ー ム
２ ３   突 出 部
２ ４   蝶 番 部
２ ５   ス プ リ ン グ ピ ン
２ ６   リ ン グ 部 分
２ ７   両 脚 部
２ ８   両 脚 折 曲 部
２ ９   外 側 耳 当 板
３ ０   第 １ の 弾 性 部 材
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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